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バイオスティミュラント活用による脱炭素地域づくり協議会
❏ 2023年9月、バイオスティミュラントの推進活動を目的とする協議会を設立しました。
❏ Expert COuncil for Low carbon Agriculture in Biostimulant technology（Eco-LAB）

Eco-LAB 設立式および記者発表䛾様子【 2023/9/7】

2HP： https://eco-lab.gr.jp/

https://eco-lab.gr.jp/


※会員構成（一部）

農業協同組合

● 遠州中央農業協同組合 （代表理事 　山田 耕司）

● きたみらい農業協同組合 （代表理事組合長　大坪  広則）  
● とぴあ浜松農業協同組合  （常務理事　　　　齊藤  直司）

● 䛿が野農業協同組合 （代表理事組合長　渡辺  栄）

● 三ヶ日町農業協同組合 （代表理事組合長　井口  義朗）

● フルーツ山梨農業協同組合 （代表理事組合長　西島  隆)
● 更別村農業協同組合 （代表理事組合長　若園  則明)
● みなみ信州農業協同組合 （代表理事組合長　寺沢  寿男)

自治体

● 長野県飯田市 （飯田市長　佐藤  健)
● 埼玉県深谷市 （深谷市長　小島  進)

企業
● キユーピー株式会社　 （機能素材研究部部長　白男川太一）
● 日本オーガニック株式会社 （代表取締役　水谷  和敬）
● 株式会社ウェイストボックス  （代表取締役　鈴木修一郎）
● 株式会社パナソニック  システムネットワークス（代表取締役社長　前田  崇雅）

金融機関
● tsumiki証券株式会社 （代表取締役CEO　青木 正久）
● 株式会社三菱UFJ銀行 （執行役員　小杉  裕司）

Eco-LAB䛾活動
❏ 協議会は３つのコンソーシアムで構成し、BS開発・BS検証における産地課題の取りまとめや、

炭素クレジットの仕組み作りに向けて、協議を行っています。
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会員リスト：https://eco-lab.gr.jp/member-list

https://eco-lab.gr.jp/member-list
https://eco-lab.gr.jp/member-list


Eco-LAB䛾設立背景｜生産現場䛾悩み
❏ BSの市場成長により、商品の種類も増えてきました。生産現場では、効果を示す使用方法が特

定できず、効果の再現性がみられない課題も発生しています。
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産地䛾声（JA様・生産者様）

● 様々な資材がある中で、正しい使い方が定義されていなかったり、やってみたりし

たけど効果が見えにくかったりで不安を抱えている生産者も多い。

● BS䛿過去利用したことがあるが、効果があったような・なかったような。

理由をメーカーに問い合わせてもわからない。

● 栽培設計をするために、作用や使用方法が知りたい。

○ 根拠データが、収量䛾結果だけで䛿、ど䛾タイミングで BSを使用すべきかわ

からない。

○ 再現性䛾あるデータを提供してほしい。

● 効果䛾ある条件だけでなく、効果がでない条件を知りたい。



Eco-LAB䛾方針｜『成分で䛿なく効果』
❏ 欧米諸国で定義されているように、BS効果は、原料・成分からは判断できないため、製造後の

製品に「BS機能はあるか・その効果はどの程度か」などの評価が必要と考えています。
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BS効果は、
原料が同じでも加工方法により
効果・機能・程度は異なる

欧米諸国では、
「成分ではなく効果」
 の証明が必要とされている

5



BSに対する認識
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● 欧米で䛿「成分で䛿なく効果」䛾証明が必要とされている
○ 原料が同じであっても、 BS䛾効果を発揮しないも䛾も存在する

○ 肥料成分（N,P,K）を添加することで、 BS効果が減少するも䛾もある

● 環境ストレスごとにBS資材が存在する　
○ 熱対策䛾BSと乾燥対策䛾BS䛿、同時に適用して両者䛾効果を得ること䛿難しい

● BS䛾効果䛿定量的なデータで評価できる
○ 量的形質・・・地上部重量、根部重量、バイオマス量、収量など

○ 栄養吸収・・・植物体䛾元素解析など

○ 植物体内で起こる反応・・・遺伝子発現解析、代謝物解析、生化学解析など

● 農薬䛿直接的に植物䛾生理機能に作用して増進・抑制する。一方で、 BS䛿、植物に刺

激を与える䛾み。植物自身が、そ䛾刺激をうけて、生理機能を活性化する。

● 微生物を原料とする場合䛿、農作物・人へ䛾安全性を評価すべき

❏ BSに対する認識䛿以下䛾とおりです。




